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日
本
以
上
に
需
要
減
深
刻

本
年
、車
生
産
4
割
減
も

碓井鋼材

宮
島
特
殊
鋼
の
事
業
承
継

宮
島
特
殊
鋼
の
事
業
承
継

社
長
に
永
薮

専
務
を
派
遣

北
関
東
中
心
に
商
権

新社長登場
New President

共
英
製
鋼
・
山
口

7
月
契
約
販
価

形
鋼
類
5000
円
上
げ

鉄
鋼
5
月
輸
出
18
％
減
少

15
カ
月
ぶ
り
250
万
㌧
割
れ

輸
入
5
カ
月
連
続
減

鉄スクラップ相場続伸
Ｈ2一部2.5万円台乗せ

関
西
地
区

需
給
締
ま
り
強
基
調
続
く

中
国
・
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格

全事業所で
一時帰休継続
特殊金属エクセル

大和ハウス
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設

群
馬
・
前
橋
で
来
月
着
工

3
地
区
炉
前
価
格

平
均
2
万
2501
円

鉄
源
協
6
月
第
3
週

教
育
機
関
用
ス
テ

ン
レ
ス
教
材
改
訂

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｆ

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

購
入
価
格
上
げ

東
京
製
鉄
4
拠
点

一
律
500
円
上
げ

中
部
電
炉
3
社

緊
急
事
態
宣
言
解
除
以
降
、
経
済
活
動
は
徐
々
に
再
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
日
本
か
ら
の

主
要
な
鉄
鋼
輸
出
先
で
あ
る
タ
イ
は
今
も
な
お
非
常
事
態
宣
言
下
に
あ
り
、
現
地
の
日
系
企

業
の
操
業
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
。
タ
イ
の
4
月
の
自
動
車
生
産
台
数
は
前
年
同
月

比
83
・
6
％
減
の
2
万
4
7
1
1
台
に
低
迷
。「
5
月
は
3
万
台
程
度
に
回
復
し
た
」（
タ
イ
の

日
系
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
社
長
）
と
み
ら
れ
る
が
、
以
前
の
水
準
に
は
程
遠
く
、
経
済
へ
の
マ

イ
ナ
ス
影
響
は
日
本
以
上
に
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。

4
月
の
生
産
台
数
内
訳

は
国
内
販
売
向
け
が
85
・

3
％
減
の
1
万
9
9
8

台
、
輸
出
向
け
が
81
・
8

％
減
の
1
万
3
7
1
3
台

で
、
い
ず
れ
も
大
幅
な
落

ち
込
み
。
現
地
の
日
系
コ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
社
長
に
よ

る
と
、
6
月
は
5
月
と
同

程
度
の
生
産
台
数
に
と
ど

ま
る
見
通
し
で
、「
タ
イ
か

ら
は
中
近
東
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
向
け
の
輸
出
が
多

く
、
国
内
販
売
と
同
じ
よ

う
に
回
復
に
は
時
間
が
か

か
る
」（
同
）
と
い
う
。

家
電
は
エ
ア
コ
ン
が
需

要
期
の
た
め
、
自
動
車
ほ

ど
の
打
撃
で
は
な
い
が
、

「
前
年
比
2
割
マ
イ
ナ
ス
」

（
同
）
程
度
の
生
産
水
準

に
あ
る
よ
う
だ
。

タ
イ
製
造
業
の
生
産
低

下
を
受
け
、
日
本
か
ら
の

鉄
鋼
輸
出
や
自
動
車
用
鋼

板
の
現
地
生
産
も
減
少
す

る
見
込
み
だ
。
4
月
は
全

鉄
鋼
ベ
ー
ス
で
前
年
同
月

比
15
・
2
％
減
だ
っ
た
。

タ
イ
で
は
3
月
ま
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
経
済
へ
の

影
響
が
少
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
日
本
か
ら
の
鉄
鋼

輸
入
も
「
5
月
積
み
ま
で

は
契
約
を
減
ら
し
て
い
な

い
」（
同
）。こ
の
た
め
、
6

月
以
降
は
タ
イ
へ
の
鉄
鋼

輸
出
が
大
幅
に
減
る
可
能

性
が
高
く
、
日
本
製
鉄
や

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
な
ど
の

自
動
車
用
鋼
板
製
造
拠
点

も
稼
働
率
低
下
が
避
け
ら

れ
そ
う
に
な
い
。

現
地
の
日
系
企
業
は
近

年
の
好
況
な
タ
イ
経
済
の

恩
恵
を
享
受
し
、「
内
部
留

保
を
蓄
え
て
い
る
は
ず
な

の
で
、
当
面
は
耐
え
ら
れ

る
」（
同
）
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
、
景
気
刺
激
策
な
ど

の
経
済
復
旧
の
ス
ピ
ー
ド

は
日
本
よ
り
も
緩
慢
と
指

摘
さ
れ
、
関
係
者
の
間
で

は
2
0
2
0
年
の
自
動
車

生
産
台
数
は
前
年
比
4
割

減
の
1
2
0
万
台
に
減
少

す
る
と
の
見
方
が
強
い
。

特
殊
鋼
流
通
の
碓
井
鋼

材
（
本
社
＝
千
葉
県
浦
安

市
、
碓
井
達
郎
社
長
）
は

2
0
2
0
年
5
月
1
日
付

で
、
同
業
の
宮
島
特
殊
鋼

（
本
社
＝
群
馬
県
高
崎
市
、

宮
島
樟
二
社
長
）
を
完
全

子
会
社
化
し
、
事
業
を
承

継
し
た
。

碓
井
鋼
材
は
こ
れ
ま

で
、
群
馬
支
店
（
群
馬
県

太
田
市
）
を
通
じ
て
宮
島

特
殊
鋼
に
鋼
材
を
販
売
し

て
お
り
、
群
馬
支
店
の
前

身
で
あ
る
マ
キ
ノ
ス
チ
ー

ル
時
代
か
ら
長
年
に
わ
た

る
取
引
が
あ
っ
た
。

宮
島
特
殊
鋼
は
経
営
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
在

に
よ
り
、
碓
井
鋼
材
に
事

業
の
承
継
を
相
談
。
同
社

が
子
会
社
化
し
、
事
業
を

承
継
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
工
場
な
ど
の
設
備
、

商
権
、
従
業
員
10
人
を
引

き
継
い
だ
。
社
長
に
は
永

薮
二
郎
・
碓
井
鋼
材
専
務

が
就
き
、
宮
島
社
長
は
退

任
し
た
。
宮
島
特
殊
鋼
の

名
は
残
る
。

宮
島
特
殊
鋼
は
構
造
用

鋼
や
工
具
鋼
を
中
心
に
扱

う
特
殊
鋼
二
次
流
通
。
66

年
に
創
業
し
た
。
ス
テ
ン

レ
ス
や
ア
ル
ミ
、
チ
タ
ン

や
伸
銅
品
も
扱
う
。
北
関

東
を
中
心
に
顧
客
を
抱

え
、
切
断
や
機
械
加
工
を

行
っ
て
い
る
。
年
商
は
約

2
億
円
。
導
入
し
て
い
る

主
要
設
備
は
バ
ン
ド
ソ
ー

7
台
、メ
タ
ル
ソ
ー
2
台
、

フ
ラ
イ
ス
盤
4
台
、
ロ
ー

タ
リ
ー
研
磨
機
1
台
、
汎

用
旋
盤
1
台
。

主
に
、
国
内
の
薄
板
営
業

畑
を
歩
み
、
阪
和
興
業
の
系

列
Ｃ
Ｃ
で
経
営
幹
部
も
経

験
。
今
年
4
月
、
阪
和
流
通

セ
ン
タ
ー
大
阪
の
社
長
に
就

任
し
た
。「
重
量
物
を
扱
っ
て

お
り
、
最
優
先
は
安
全
、
そ

し
て
品
質
管
理
を
徹
底
し
て

い
く
。
こ
れ
を
経
営
の
基
本

ベ
ー
ス
に
心
掛
け
て
い
く
」

と
抱
負
を
語
る
。

同
社
は
鋼
材
在
庫
・
物
流

業
務
を
担
う
と
と
も
に
、
鋼

板
の
レ
ベ
ラ
ー
加
工
、
コ
ラ

ム
の
切
断
・
開
先
加
工
も
手

掛
け
て
い
る
。
今
上
期
の
荷

役
量
の
目
標
は
月
間
3
万
5

0
0
0
㌧
で
、
こ
の
内
の
多

く
は
阪
和
興
業
と
グ
ル
ー
プ

企
業
か
ら
の
扱
い
と
い
う
。

「
た
だ
、
山
崎
晋
前
社
長
が

阪
和
グ
ル
ー
プ
以
外
の
仕
事

を
開
拓
し
て
く
れ
た
。
私
と

し
て
も
阪
和
グ
ル
ー
プ
の
扱

い
業
務
も
大
事
に
す
る
一
方

で
、
新
規
に
鉄
骨
、
鉄
筋
加

工
品
、
土
木
の
大
型
製
品
な

ど
手
間
暇
が

か
か
る
物
流

・
預
か
り
業

務
を
増
や
し

て
い
き
た

い
」
と
の
思

い
で
、
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス

も
積
極
的
に

行
う
方
針
。

人
材
教
育
も
課
題
に
挙
げ

る
。
現
在
、
正
社
員
は
45
人

で
、
こ
の
う
ち
、
10
歳
代
が

8
人
、
20
歳
代
が
12
人
と
、

30
歳
未
満
の
社
員
が
44
％
を

占
め
る
。「
前
社
長
な
ど
が
積

極
的
に
若
手
採
用
を
行
っ
て

く
れ
た
お
蔭
。
た
だ
、
30
歳

代
、
40
歳
代
は
少
な
く
、
将

来
の
課
長
・
工
場
長
ク
ラ
ス

を
育
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
受
け
身

型
の
企
業
だ
っ
た
が
、
こ
の

気
質
を
変
え
、
社
員
自
ら
が

仕
事
を
取
っ
て
く
る
企
業
に

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

る
」セ

ン
タ
ー
自
体
の
イ
ン
フ

ラ
や
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
て

い
る
だ
け
に
、
こ
れ
に
魂
を

入
れ
続
け
る
こ
と
が
真
の
機

能
の
向
上
と
考
え
て
い
る
。

「
阪
和
興
業
の
大
阪
本
社
と

グ
ル
ー
プ
企
業
の
物
流
の
要

と
し
て
、
存
在
感
を
発
揮
し

続
け
さ
せ
る
こ
と
が
私
の
使

命
」
と
言
い
切
る
。

（
天
野

充
造
）

▽
薬
丸
篤
洋
（
や
く
ま
る

・
あ
つ
ひ
ろ
）
氏
＝
1
9
8

3
年
3
月
東
大
文
卒
、
同
4

月
阪
和
興
業
入
社
。
00
年
名

古
屋
支
社
鋼
板
部
鋼
板
薄
板

課
課
長
、
09
年
阪
和
ス
チ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
常
務
取
締
役
、

14
年
廣
内
圧
延
工
業
専
務
。

高
校
、
大
学
、
社
会
人
と
二

十
数
年
に
わ
た
り
合
唱
に
関

わ
り
、
主
な
パ
ー
ト
は
テ
ノ

ー
ル
。
今
は
ゴ
ル
フ
と
、
家

族
と
の
ド
ラ
イ
ブ
や
旅
行
を

楽
し
む
。
好
き
な
言
葉
は
父

方
の
出
身
地
・
鹿
児
島
の
英

雄
、
西
郷
隆
盛
の
『
敬
天
愛

人
』。59
年
7
月
生
ま
れ
、
埼

玉
県
出
身
。

【
福
岡
】
共
英
製
鋼
山

口
事
業
所
は
17
日
、
7
月

契
約
分
の
等
辺
山
形
鋼
、

平
鋼
、
丸
鋼
、
Ｉ
バ
ー
の

販
売
価
格
を
ト
ン
5
0
0

0
円
引
き
上
げ
る
と
発
表

し
た
。

世
界
的
に
需
要
が
回
復

に
向
か
う
中
、
原
料
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
価
格
の
急
騰
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
需
要
減
の
影

響
が
重
な
り
、
取
り
巻
く

環
境
は
急
激
に
悪
化
し

た
。同

事
業
所
で
は
国
内
需

要
は
今
後
、
回
復
に
向
か

う
と
予
想
し
、
そ
れ
に
伴

い
原
料
価
格
も
さ
ら
に
上

昇
す
る
と
見
込
み
、
早
期

に
製
品
価
格
へ
の
転
嫁
が

必
須
と
し
て
販
価
の
引
き

上
げ
を
決
め
た
。

同
事
業
所
で
は
引
き
続

き
需
給
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

動
向
に
注
視
し
な
が
ら
需

給
に
見
合
っ
た
生
産
と
販

売
に
努
め
る
考
え
。

財
務
省
が
17
日
に
発
表

し
た
貿
易
統
計
に
よ
る

と
、
5
月
の
全
鉄
鋼
ベ
ー

ス
の
輸
出
量
は
前
年
同
月

比
17
・
5
％
減
の
2
4
8

万
4
0
0
0
㌧
と
な
り
、

5
カ
月
ぶ
り
に
前
年
同
月

を
下
回
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な

感
染
拡
大
の
影
響
が
顕
在

化
し
た
も
の
で
、
2
5
0

万
㌧
を
割
り
込
む
の
は
高

炉
の
減
産
ト
ラ
ブ
ル
が
相

次
い
だ
2
0
1
9
年
2
月

以
来
、
15
カ
月
ぶ
り
。
前

月
比
で
も
2
カ
月
連
続
の

減
少
。
4
月
に
は
日
本
製

鉄
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
が

高
炉
の
バ
ン
キ
ン
グ
や
吹

き
止
め
な
ど
の
減
産
態
勢

に
入
っ
て
お
り
、
し
ば
ら

く
は
低
い
レ
ベ
ル
の
輸
出

数
量
が
続
く
見
通
し
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
し
た

海
外
市
況
は
、
鉄
鉱
石
の

ス
ポ
ッ
ト
価
格
が
1
0
0

㌦
を
超
え
る
な
ど
上
昇
し

た
こ
と
で
、
危
機
感
を
強

め
た
ア
ジ
ア
ミ
ル
が
4
月

下
旬
か
ら
相
次
い
で
オ
フ

ァ
ー
価
格
を
引
き
上
げ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
市
況

に
先
高
観
は
起
き
て
い
る

が
、
い
ち
早
く
経
済
活
動

を
再
開
し
た
中
国
を
除

き
、
各
国
の
復
調
ペ
ー
ス

は
ま
だ
ら
も
よ
う
。

輸
出
の
地
域
別
内
訳
は

ア
ジ
ア
向
け
が
前
年
同
期

比
20
・
5
％
減
の
1
9
4

万
3
0
0
0
㌧
、
こ
の
う

ち
中
国
は
3
・
0
％
増
の

46
万
2
0
0
0
㌧
。
韓
国

は
21
・
3
％
減
の
44
万
2

0
0
0
㌧
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

は
29
・
0
％
減
の
66
万
6

0
0
0
㌧
。
中
東
は
74
・

9
％
増
の
13
万
6
0
0
0

㌧
、
米
国
は
23
・
2
％
減

の
8
万
2
0
0
0
㌧
、
Ｅ

Ｕ
は
24
・
1
％
増
の
3
万

2
0
0
0
㌧
な
ど
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
落
ち
込
み
は
最

も
大
き
く
、
日
本
ミ
ル
の

下
工
程
ラ
イ
ン
な
ど
は
間

欠
操
業
で
対
応
し
て
い

る
。

5
月
の
全
鉄
鋼
ベ
ー
ス

の
輸
入
量
は
前
年
同
月
比

23
・
5
％
減
の
54
万
3
9

3
1
㌧
で
、
5
カ
月
連
続

で
減
少
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
、
自
動
車
を
中
心
に
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
寸
断

さ
れ
た
影
響
が
大
き
い
と

み
ら
れ
る
。

輸
入
の
主
な
地
域
内
訳

は
、ア
ジ
ア
が
24
・
5
％
減

の
46
万
2
5
4
5
㌧
。
こ

の
う
ち
中
国
は
19
・
4
％

減
の
10
万
9
7
5
7
㌧
。

韓
国
は
23
・
7
％
減
の
23

万
1
0
6
1
㌧
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
が
53
・
4
％
減
の
2

万
6
2
5
5
㌧
、
ロ
シ
ア

が
31
・
5
％
減
の
9
3
0

4
㌧
、
Ｅ
Ｕ
が
30
・
9
％

減
の
8
4
4
5
㌧
な
ど
。

産
業
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
の
谷
沢
製
作
所
（
本
社

＝
東
京
都
中
央
区
、
谷
澤
和

彦
社
長
）
は
、
産
業
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
取
り
付
け
用
「
飛
沫

予
防
用
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
」

を
販
売
開
始
し
た
。
同
じ
用

途
の
製
品
に
は
、
フ
ェ
ー
ス

シ
ー
ル
ド
型
と
口
の
前
だ
け

を
ガ
ー
ド
す
る
マ
ウ
ス
シ
ー

ル
ド
型
が
あ
る
が
、
同
社
の

製
品
は
保
護
範
囲
が
広
く
、

よ
り
大
き
な
効
果
が
見
込
め

る
全
面
型
。
他
社
製
を
含
む

ほ
と
ん
ど
の
産
業
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
に
簡
単
に
取
り
付
け
可

能
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
ヘ
ッ

ド
バ
ン
ド
に
挟
ん
で
取
り
付

け
る
構
造
。
協
力
会
社
の
社

員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
被
っ
て
仕
事
を
す
る

建
設
現
場
や
大
工
場
で
使
用

す
る
の
に
適
し
て
い
る
。

現
在
、
建
設
業
や
製
造
業

で
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
や
フ
ェ

ー
ス
シ
ー
ル
ド
の
使
用
が
拡

大
し
て
い
る
。
同
社
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
と
熱
中
症
防
止
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、「
飛

沫
予
防
用
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー

ド
」を
積
極
的
に
拡
販
す
る
。

｢飛
沫
予
防
用
フ
ェ
イ
ス
ガ

ー
ド
」
は
、
産
業
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
に
取
り
付
け
、
咳
や
く

し
ゃ
み
、
会
話
に
よ
る
唾
液

な
ど
の
飛
沫
拡
散
や
、
飛
沫

を
直
接
浴
び
る
こ
と
を
予
防

す
る
。
幅
2
9
0
㍉
、
高
さ

3
0
0
㍉
の
大
き
い
サ
イ
ズ

で
顔
か
ら
首
元
ま
で
広
範
囲

に
保
護
す
る
。

ま
た
、
シ
ー
ル
ド
上
部
に

通
気
孔
ス
リ
ッ
ト
を
設

け
、
汗
や
呼
気
を
逃
が
し

て
、
曇
り
を
軽
減
。
状
況

に
応
じ
て
、
簡
単
に
開
け

閉
め
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
と
と
も
に
熱
中
症

を
防
止
す
る
た
め
の
、

「『
新
し
い
生
活
様
式
』
に

お
け
る
熱
中
症
予
防
行
動

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
発
表
し

た
。「
新
し
い
生
活
様
式
」

で
は
、「
身
体
的
距
離
の
確

保
」「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
手

洗
い
や
、
3
密
を
避
け

る
」
を
3
つ
の
基
本
と
し

て
い
る
。
こ
の
「
熱
中
症

予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
」

で
は
、
高
温
・
多
湿
な
環

境
下
で
は
、
熱
中
症
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
の
で
、

屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離

（
少
な
く
と
も
2
㍍
以
上
）

が
確
保
で
き
る
場
合
に

は
、
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と

を
推
奨
し
て
い
る
。

関
西
地
区
の
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
相
場
が
続
伸
し
、
大

阪
・
姫
路
電
炉
メ
ー
カ
ー

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価

格
（
Ｈ
2
）
が
一
部
高
値

で
ト
ン
当
た
り
2
万
5
0

0
0
円
台
に
乗
せ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
電
炉
各
社
は
減
産
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

が
、
海
外
か
ら
の
買
い
が

入
っ
て
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸

出
の
船
積
み
が
活
発
化

し
、
先
行
す
る
輸
出
価
格

に
対
抗
す
る
形
で
値
上
げ

を
迫
ら
れ
た
。
た
だ
、
地

区
相
場
が
値
下
が
り
前
の

年
初
並
み
の
水
準
に
戻
っ

た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
相

場
の
過
熱
感
は
後
退
。「
市

中
で
も
先
高
期
待
が
落
ち

着
き
、
様
子
見
ム
ー
ド
が

強
ま
り
つ
つ
あ
る
」（
流
通

筋
）
と
い
う
。

同
地
区
電
炉
メ
ー
カ
ー

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価

格
（
Ｈ
2
、
17
日
時
点
）

は
大
阪
が
ト
ン
2
万
4
0

0
0
―
2
万
5
0
0
0
円

前
後
、
姫
路
が
同
2
万
4

5
0
0
―
2
万
5
5
0
0

円
前
後
。
大
阪
は
今
年
1

月
以
来
、
姫
路
に
つ
い
て

は
昨
年
8
月
以
来
の
高

値
。
17
日
か
ら
東
京
製
鉄

が
宇
都
宮
工
場
を
除
く
4

拠
点
で
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購

入
価
格
を
5
0
0
―
1
0

0
0
円
引
き
上
げ
、
同
日

か
ら
大
阪
・
姫
路
メ
ー
カ

ー
各
社
が
一
斉
に
買
値
を

引
き
上
げ
た
。

関
西
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

市
場
へ
の
影
響
も
大
き
い

東
鉄
・
岡
山
工
場
が
買
値

を
一
律
ト
ン
1
0
0
0
円

引
き
上
げ
た
の
に
対
し
、

大
阪
電
炉
の
17
日
か
ら
の

上
げ
幅
は
合
同
製
鉄
大
阪

製
造
所
が
ヘ
ビ
ー
・
Ｈ
Ｓ

を
ト
ン
5
0
0
円
、
新
断

・
ダ
ラ
イ
粉
を
ト
ン
1
0

0
0
円
、
ほ
か
7
社
7
工

場
が
一
律
ト
ン
5
0
0

円
、
姫
路
で
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
条

鋼
姫
路
製
造
所
が
ト
ン
5

0
0
円
、
ほ
か
3
社
が
一

律
ト
ン
1
0
0
0
円
と
価

格
対
応
に
バ
ラ
つ
き
が
生

じ
て
い
る
。

国
内
相
場
の
値
上
が
り

で
ア
ジ
ア
向
け
の
新
規
輸

出
契
約
が
進
ま
ず
、
関
東

地
区
で
相
場
に
天
井
感
が

出
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

「
地
区
電
炉
各
社
も
買
値

引
き
上
げ
に
慎
重
と
な
っ

て
い
る
」（
流
通
筋
）
も
よ

う
。
市
中
で
も
「
今
後
の

輸
出
商
談
次
第
で
は
あ
る

も
の
の
、
相
場
の
勢
い
が

続
か
な
い
可
能
性
が
高
ま

っ
て
き
た
の
で
は
」（
ヤ
ー

ド
筋
）
と
慎
重
な
声
も
聞

か
れ
る
。

【
上
海
支
局
】
中
国
の

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
が
上

が
り
続
け
て
い
る
。
粗
鋼

生
産
が
過
去
最
も
多
く
、

鉄
鋼
企
業
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
消
費
が
増
加
。
電
炉
の

稼
働
基
数
も
増
え
て
い

る
。
一
方
で
全
国
的
な
天

候
不
順
か
ら
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
回
収
・
配
送
が
鈍
化

し
、
需
給
が
引
き
締
ま
っ

て
い
る
。
鋼
材
市
況
は
先

週
に
下
落
し
た
が
、
鉄
鉱

石
価
格
は
上
が
っ
て
お

り
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
な

お
価
格
の
基
調
を
強
め
そ

う
だ
。

「
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
需

要
が
強
く
、
価
格
は
緩
や

か
に
上
が
る
見
通
し
だ
」

（
中
国
廃
鋼
鉄
応
用
協

会
）。5
月
の
1
日
当
た
り

の
粗
鋼
生
産
が
4
月
に
比

べ
5
％
増
え
、
過
去
最
高

を
記
録
し
た
。
銑
鉄
の
同

3
・
9
％
よ
り
高
く
、
鉄

鋼
企
業
は
転
炉
や
電
炉
へ

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
投
入

量
を
増
や
し
、
粗
鋼
の
増

産
を
図
っ
て
い
る
。

同
協
会
に
よ
る
と
主
要

鉄
鋼
40
社
の
重
型
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
平
均
購
入
価
格

は
12
日
に
ト
ン
2
5
8
5

元（
3
万
9
0
0
0
円
強
、

増
値
税
込
）
と
1
週
間
前

に
比
べ
約
4
0
0
円
上
が

り
、
直
近
ボ
ト
ム
の
4
月

初
め
か
ら
2
カ
月
で
約
4

3
0
0
円
、
1
割
強
上
昇

し
た
。

合0、以値。内南鋼比0

円
上

降

の
最

は

5
月
初
旬
に
上
げ
て
以

降
、
据
え
置
い
て
い
る
。

特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
影
響
な
ど
に
よ
る

受
注
数
量
減
少
を
受
け

て
、
5
月
に
引
き
続
き
6

月
も
本
社
を
含
む
全
事
業

所
で
雇
用
調
整
助
成
金
活

用
に
よ
る
一
時
帰
休
を
実

施
す
る
。

同
社
は
5
月
か
ら
一
時

帰
休
の
実
施
に
踏
み
切

り
、
5
月
は
1
人
当
た
り

月
2
日
程
度
。
6
月
に
関

し
て
は
受
注
状
況
を
み
な

が
ら
同
2
―
4
日
を
予
定

す
る
。
現
時
点
で
7
月
ま

で
は
実
施
す
る
可
能
性
が

高
い
。

「
米
中
貿
易
摩
擦
な
ど

の
影
響
に
加
え
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
影
響
も
あ

り
、
受
注
数
量
が
徐
々
に

減
少
し
、
5
月
単
月
は
前

年
同
月
比
4
割
ダ
ウ
ン
」

（
谷
口
毅
社
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）。ま
た
、「
中
間
決
算

（
20
年
1
―
6
月
期
）
は

期
初
計
画
に
届
か
な
い
も

の
の
、
収
益
改
善
策
を
早

期
に
推
進
し
た
こ
と
も
あ

り
、
一
定
の
利
益
水
準
確

保
の
め
ど
は
つ
い
た
。
8

月
を
め
ど
に
受
注
が
回
復

す
る
見
通
し
で
あ
り
、
年

間
受
注
数
量
は
前
年
比
3

割
程
度
落
ち
込
む
だ
ろ

う
」（
同
）
と
分
析
す
る
。

同
社
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
・
感
染
拡
大
防
止

を
徹
底
し
て
い
る
。
政
府

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
は
制
限
を
一
部
解
除

し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を

中
心
に
輪
番
で
出
社
し
、

本
社
の
従
業
員
出
社
率
を

5
割
以
内
に
な
る
よ
う
調

整
し
て
い
る
。

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
は
17

日
、
群
馬
県
前
橋
市
で
マ

ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施

設
「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
前
橋
」
を
7

月
1
日
か
ら
着
工
す
る
と

発
表
し
た
。
敷
地
面
積
は

約
2
万
2
2
0
0
平
方

㍍
、
延
べ
床
面
積
は
約
1

万
3
0
0
0
平
方
㍍
。
総

投
資
額
は
約
25
億
円
。

前
橋
市
の
「
2
号
工
業

団
地
」
内
で
、
鉄
骨
造
平

屋
建
て
。
施
工
は
村
本
建

設
。
建
築
面
積
は
約
1
万

3
0
0
0
平

方
㍍
、
賃
貸

面
積
は
約
1

万
1
8
0
0

平
方
㍍
。
2

0
2
1
年
3

月
下
旬
に
完

成
す
る
予

定
。
群
馬
県

初
の
マ
ル
チ

テ
ナ
ン
ト
型

施
設
。

2
テ
ナ
ン

ト
ま
で
、
約

5
8
0
0
平

方
㍍
の
区
画

か
ら
入
居
が

可
能
。
各
区

画
に
事
務
所

を
設
置
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
現
地
は
高
速
道
路
の

前
橋
Ｉ
Ｃ
や
高
崎
Ｊ
Ｃ

Ｔ
、
藤
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と
そ
れ

ぞ
れ
近
く
、
関
越
道
、
北

関
東
道
、
上
信
越
道
な
ど

複
数
の
高
速
道
と
の
接
続

に
利
便
性
が
あ
る
。

日
本
鉄
源
協
会
の
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
市
況
調
査
に
よ

る
と
、
2
0
2
0
年
6
月

第
3
週
の
関
東
、
中
部
、

関
西
の
3
地
区
電
炉
メ
ー

カ
ー
炉
前
価
格
（
Ｈ
2
）

の
平
均
価
格
は
、
前
週
比

1
4
0
5
円
高
の
平
均
ト

ン
2
万
2
5
0
1
円
と
な

っ
た
。

地
区
別
に
見
る
と
、
関

東
が
ト
ン
2
万
3
8
3
3

円
で
前
週
比
1
1
6
6
円

高
。
中
部
は
同
2
万
4
2

0
円
で
同
8
0
0
円
高
。

関
西
は
同
2
万
3
2
5
0

円
で
、
同
2
2
5
0
円
高

で
推
移
し
た
。

国
際
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
）

は
16
日
、
教
育
機
関
向
け

ス
テ
ン
レ
ス
教
材
を
改
訂

し
た
。
改
訂
版
で
は
配
水

管
、
橋
梁
、
沿
岸
部
の
構

造
物
に
お
け
る
使
用
例
な

ど
を
新
た
に
加
え
た
。

教
材
は
芸
術
作
品
や
建

築
物
外
装
、
鋼
管
や
鉄
筋

な
ど
内
部
構
造
の
採
用
例

や
、
機
械
的
特
性
や
性
質

接
合
な
ど
の
加
工
に
つ
い

て
、
5
0
0
以
上
の
ス
ラ

イ
ド
を
用
い
て
説
明
し
て

い
る
。

日
本
語
な
ど
7
つ
の
言

語
で
読
む
こ
と
が
で
き
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（https

:
//w

w
w

.
w
orldstainless.

o
rg

/training
/traini

ng
-for-architects-

and
-engineers

/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。 東

京
製
鉄
は
、
17
日
入

荷
分
か
ら
国
内
4
拠
点
で

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
購
入
価

格
を
引
き
上
げ
た
。
上
げ

幅
は
、
田
原
工
場
・
九
州

工
場
・
高
松
鉄
鋼
セ
ン
タ

ー
が
全
品
種
一
律
ト
ン
あ

た
り
5
0
0
円
、
岡
山
工

場
が
同
1
0
0
0
円
。
な

お
、
宇
都
宮
工
場
だ
け
は

買
値
を
据
え
置
い
た
。

【
名
古
屋
】
共
英
製
鋼

名
古
屋
事
業
所
、
ト
ピ
ー

工
業
豊
橋
製
造
所
は
17
日

か
ら
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

建
値
を
全
品
種
一
律
5
0

0
円
値
上
げ
し
た
。
ま
た

同
日
か
ら
、
山
口
鋼
業
は

全
品
種
の
購
入
価
格
を
一

律
5
0
0
円
引
き
上
げ

た
。改

定
後
の
Ｈ
2
建
値
は

共
英
製
鋼
名
古
屋
事
業
所

2
万
1
0
0
0
円
。
ト
ピ

ー
工
業
豊
橋
製
造
所
2
万

2
0
0
0
円
。

非常事態宣言下のタイ

飛沫予防用フェースガード発売

首
元
ま
で
広
範
囲
に
保
護

ほとんどの産業用ヘルメ
ットに取り付け可能

谷沢製作所、ヘルメット取り付け用谷沢製作所、ヘルメット取り付け用

着
用
簡
単
で
広
範
囲
保
護

Ｄ
Ｐ
Ｌ
前
橋
の
完
成
イ
メ
ー
ジ

碓井社長

日刊産業新聞 20.6.18

自
ら
仕
事
を
取
る
企
業
に

薬丸篤洋氏薬丸篤洋氏
阪和流通センター大阪


